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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺の光源モジュールと、該光源モジュールを支持する支持部材と、前記光源モジュー
ルを覆うように前記支持部材に支持される長尺のカバーと、前記光源モジュールと前記支
持部材と前記カバーとを内部に収容し両端が塞がれた筒状の外殻部と、前記支持部材を支
持し造営材に取り付けられる器具本体と、を備え、
　前記光源モジュールは、発光素子と、該発光素子が実装される長尺の実装基板と、を有
しており、
　前記カバーと前記外殻部とは、透過する光を拡散させる光拡散性を有しており、
　前記カバーは、長手方向の両端部に光拡散性及び透光性を有する光拡散部が配置されて
おり、
　前記光拡散部は、前記支持部材の端部に引き掛けられる引掛部と、該引掛部により引き
掛けられた前記支持部材の端部を前記引掛部との間に挟んで支持する支持台と、を有し、
前記カバーは、長手方向の一端部に孔部を有しており、
　前記光拡散部は、突出部を備えており、
　前記光拡散部と前記支持部材とは、前記突出部が前記孔部に嵌め合されることで固定さ
れることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記光拡散部は、前記カバーの端部を押す押部と、前記カバーを前記支持部材に固定す
る際に前記カバーの長手方向に沿った前記カバーの端部の移動を案内するガイド部と、を
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有し、
　前記光拡散部は、前記押部と前記ガイド部との間に前記カバーの端部を挟んだ状態で、
前記カバーを前記支持部材に固定することを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記光拡散部は、前記光源モジュールに給電する電源線の張力止を行う張力止部を有す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明器具は、壁などの造営材に取り付けられる場合がある。
【０００３】
　この種の照明器具としては、器具本体と、複数の発光素子が搭載された基板と、本体カ
バーと、端部カバーと、を備えた構造が知られている（たとえば、特許文献１）。
【０００４】
　器具本体は、長尺状に形成されている。器具本体は、複数の発光素子が搭載された基板
が長手方向に沿って配置されている。本体カバーは、透光性を有している。本体カバーは
、複数の発光素子を覆うように器具本体に装着されている。端部カバーは、器具本体の長
手方向において、器具本体に取り付けられている。端部カバーは、透光性を有していない
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３１８６４０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、照明器具では、長手方向の端部からも光を放射させることが望まれる場合が
ある。照明器具では、長手方向の端部から光を放射させる場合、長手方向の端部において
も、より輝度むらが少なく、かつ組み立て作業性のよい構造が求められるため、上述の特
許文献１の構成だけでは十分でなく、更なる改良が求められている。
【０００７】
　本発明の目的は、より輝度むらが少なく、かつ組み立て作業性の向上を図れる照明器具
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る一態様の照明器具は、光源モジュールと、支持部材と、カバーと、外殻部
と、器具本体と、を備えている。上記支持部材は、上記光源モジュールを支持する。上記
カバーは、上記光源モジュールを覆うように、上記支持部材に支持される。上記カバーは
、長尺の外形形状をしている。上記外殻部は、両端が塞がれた筒状の外形形状をしている
。上記外殻部は、上記光源モジュールと上記支持部材と上記カバーとを、内部に収容して
いる。上記器具本体は、上記支持部材を支持し造営材に取り付けられる。上記光源モジュ
ールは、上記発光素子と、上記実装基板と、を有している。上記実装基板は、上記発光素
子が実装される。上記実装基板は、長尺の外形形状をしている。上記カバーと上記外殻部
とは、透過する光を拡散させる光拡散性を有している。上記カバーは、長手方向の両端部
に光拡散性及び投光性を有する光拡散部が配置されている。当該光拡散部は、引掛部と、
支持台と、を有する。上記引掛部は、上記支持部材の端部に引き掛けられる。上記支持台
は、上記引掛部により引き掛けられた上記支持部材の端部を、上記引掛部との間に挟んで
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支持する。上記カバーは、長手方向の一端部に孔部を有している。上記光拡散部は、突出
部を備えている。上記光拡散部と上記支持部材とは、上記突出部が上記孔部に嵌め合され
ることで固定される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の照明器具は、より輝度むらが少なく、かつ組み立て作業性の向上を図れる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施形態の照明器具を示す縦断面図である。
【図２】図２は、同上の照明器具を示す背面側の分解斜視図である。
【図３】図３は、同上の照明器具の要部を示す一部破断した正面図である。
【図４】図４は、同上の照明器具の他の要部を示す背面側の分解斜視図である。
【図５】図５は、同上の照明器具を示す正面側の外観図である。
【図６】図６は、同上の照明器具を示す背面図である。
【図７】図７は、同上の照明器具を示す側面図である。
【図８】図８は、同上の照明器具の別の要部を示す斜視図である。
【図９】図９は、同上の照明器具の更に別の要部を示す一部破断した断面図である。
【図１０】図１０は、同上の照明器具の更に他の要部を示す一部破断した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下では、本実施形態の照明器具３０について、図１ないし図１０を参照して説明する
。図中においては、同じ部材に対し、同じ符号を付して重複する説明を省略する。各図面
が示す部材の大きさや位置関係は、説明を明確にするために誇張していることがある。以
下の説明において、本実施形態に含まれる各要素は、複数の要素を一の部材で構成して一
の部材で複数の要素を兼用する態様としてもよいし、一の部材の機能を複数の部材で分担
して実現してもよい。
【００１２】
　本実施形態の照明器具３０は、図１ないし図４に示すように、光源モジュール１と、支
持部材２と、カバー３と、外殻部７と、器具本体３１と、を備えている。支持部材２は、
光源モジュール１を支持する。カバー３は、光源モジュール１を覆うように、支持部材２
に支持される。カバー３は、長尺の外形形状をしている。外殻部７は、両端が塞がれた筒
状の外形形状をしている。外殻部７は、光源モジュール１と支持部材２とカバー３とを、
内部に収容している。光源モジュール１は、発光素子１ａと、実装基板１ｂと、を有して
いる。実装基板１ｂは、発光素子１ａが実装される。実装基板１ｂは、長尺の外形形状を
している。カバー３と外殻部７とは、透過する光を拡散させる光拡散性を有している。カ
バー３は、長手方向の両端部に光拡散性を有する光拡散部４が配置されている。光拡散部
４は、引掛部４ｃと、支持台４ｂと、を有する。引掛部４ｃは、支持部材２の端部に引き
掛けられる。支持台４ｂは、引掛部４ｃにより引き掛けられた支持部材２の端部を、引掛
部４ｃとの間に挟んで支持する。
【００１３】
　本実施形態の照明器具３０は、カバー３の長手方向の両端部に光拡散性を有する光拡散
部４が配置されていることで、より輝度むらが少なくできる。本実施形態の照明器具３０
は、支持部材２の端部に引き掛けられる引掛部４ｃと、引掛部４ｃにより引き掛けられた
支持部材２の端部を引掛部４ｃとの間に挟んで支持する支持台４ｂとで、組み立て作業性
の向上を図れる。
【００１４】
　以下では、本実施形態の照明器具３０について、より詳細に説明する。
【００１５】
　本実施形態の照明器具３０は、図５ないし図７に示すように、光源ユニット１０と、器
具本体３１と、を備えている。光源ユニット１０は、長尺の外形形状をしている。光源ユ
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ニット１０は、防湿及び防雨性を有している。器具本体３１は、光源ユニット１０を支持
する。器具本体３１は、長尺の外形形状をしている。器具本体３１は、建物の外壁、若し
くは軒下などの造営材５０に取り付けられる。器具本体３１は、たとえば、長手方向を水
平方向にして、取り付けられる。器具本体３１は、長手方向を鉛直方向にして、取り付け
られてもよい。言い換えれば、本実施形態の照明器具３０は、建物の外壁などに取り付け
られるウォールライトを構成している。
【００１６】
　光源ユニット１０は、図１ないし図３に示すように、複数の光源モジュール１と支持部
材２とカバー３と光拡散部４と外殻部７とに加え、さらに、図４に示す電源装置５と、固
定具６と、取付具８と、を備えている。
【００１７】
　光源モジュール１は、図３に示すように、複数の発光素子１ａと実装基板１ｂとに加え
、コネクタ１ｃを有している。発光素子１ａは、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)である。
発光素子１ａは、はんだにより、実装基板１ｂに設けられた導体と電気的に接続されてい
る。
【００１８】
　ＬＥＤは、たとえば、ＬＥＤチップと、ＬＥＤチップを収納する凹所が設けられたパッ
ケージと、凹所を封止する透光性の封止材と、を有している。ＬＥＤチップは、たとえば
、青色光が発光可能な青色ＬＥＤチップである。封止材は、透光性材料により形成されて
いる。封止材の透光性材料としては、たとえば、シリコーン樹脂、若しくはエポキシ樹脂
が好ましい。封止材の透光性材料には、蛍光体が混合されている。蛍光体は、たとえば、
青色ＬＥＤチップから放射される青色光により励起されて、黄色光を放射する黄色蛍光体
である。ＬＥＤは、青色ＬＥＤチップから放射される青色光と、黄色蛍光体から放射され
る黄色光との混色光を放射することができる。ＬＥＤは、混色光として、たとえば、昼白
色の光を放射する。ＬＥＤは、封止材の透光性材料に、蛍光体が混合されていなくともよ
い。ＬＥＤは、たとえば、ＬＥＤチップとパッケージと封止材とを備えた表面実装型発光
ダイオードであってもよいし、ＬＥＤチップ単体だけであってもよい。光源モジュール１
は、発光素子１ａにＬＥＤを利用する構成だけに限られない。発光素子１ａは、有機エレ
クトロルミネッセンス素子であってもよい。
【００１９】
　実装基板１ｂは、図１及び図３に示すように、長尺の矩形平板状の外形形状をしている
。実装基板１ｂは、発光素子１ａと電気的に接続される導体を有している。導体は、複数
の発光素子１ａを電気的に直列接続する。複数の発光素子１ａは、実装基板１ｂの短手方
向における中央部において、実装基板１ｂの長手方向に沿って直線状に配置されている。
複数の発光素子１ａそれぞれは、はんだにより、導体と電気的に接続される。実装基板１
ｂは、ガラスエポキシ樹脂基板である。実装基板１ｂは、ガラスエポキシ樹脂基板だけに
限られず、たとえば、セラミック基板、若しくは金属ベースプリント配線板であってもよ
い。実装基板１ｂは、長手方向の両端部において、コネクタ１ｃが実装されている。コネ
クタ１ｃは、実装基板１ｂの短手方向の一方側に配置されている。
【００２０】
　コネクタ１ｃは、発光素子１ａに給電できるように、実装基板１ｂの導体と電気的に接
続されている。互いに隣接する光源モジュール１は、コネクタ１ｃ同士が電線１ｉで電気
的に接続される。複数の実装基板１ｂのうち、光源ユニット１０の長手方向の両端部にお
ける実装基板１ｂには、コネクタ１ｃと接続された電源線が、電源装置５と電気的に接続
される。光源ユニット１０は、コネクタ１ｃと電源装置５とが電気的に接続されることで
、複数の光源モジュール１が電気的に直列に接続される。
【００２１】
　支持部材２は、図１ないし図４に示すように、長尺の外形形状をしている。支持部材２
は、主部２ａと、側面部２ｂと、を有している。主部２ａは、長尺の矩形平板状の外形形
状をしている。主部２ａは、長手方向の両端に短手方向に沿った矩形状の挿通溝２ｄが設
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けられている。側面部２ｂは、主部２ａの長手方向に沿って、主部２ａの短手方向におけ
る両端から主部２ａの厚み方向に突出する。一対の側面部２ｂそれぞれは、長尺の矩形平
板状の外形形状をしている。一対の側面部２ｂは、主部２ａから離れるにつれ、互いの距
離が広がっている。一対の側面部２ｂそれぞれは、長手方向の両端部において、厚み方向
に貫通する第１ねじ孔２ｂａを有している。
【００２２】
　支持部材２は、主部２ａと、一対の側面部２ｂと、が一体に形成されている。支持部材
２は、たとえば、ステンレス鋼板で形成される。支持部材２の材料は、ステンレス鋼板だ
けに限られず、アルミニウム、若しくは銅などの金属板であってもよい。支持部材２は、
金属板の打ち抜き加工及び曲げ加工により形成される。光源ユニット１０では、金属板で
構成された支持部材２に実装基板１ｂが接するように配置されることで、支持部材２を放
熱板として利用することができる。支持部材２は、樹脂に比べて熱伝導性の高い金属板に
より形成されている場合、発光素子１ａで発生した熱を、外部に効率よく放熱させること
ができる。
【００２３】
　支持部材２は、図３に示すように、複数の保持具２ｃが取り付けられている。複数の保
持具２ｃは、複数の実装基板１ｂそれぞれの長手方向の両端部に設けられている。保持具
２ｃは、実装基板１ｂの短手方向を挟み持った状態で、主部２ａに固定される。保持具２
ｃは、実装基板１ｂが主部２ａに接するように、実装基板１ｂを保持する。複数の光源モ
ジュール１は、保持具２ｃにより、支持部材２の長手方向に沿って、支持部材２の主部２
ａに直線状に取り付けられる。保持具２ｃは、たとえば、合成樹脂で形成される。
【００２４】
　カバー３は、長尺の外形形状をしている。カバー３は、図１及び図４に示すように、光
出射部３ａと、突板片３ｂと、を有している。光出射部３ａは、半楕円筒状の外形形状を
している。光出射部３ａは、光源モジュール１を支持する支持部材２の主部２ａを覆う。
光源モジュール１では、発光素子１ａから放射される光が、カバー３を透過する際に光拡
散される。光出射部３ａは、発光素子１ａと対向して配置される中央部３ａａと、中央部
３ａａを除く光出射部３ａに形成される周部３ａｂと、を有している。
【００２５】
　中央部３ａａは、周部３ａｂと比較して、光透過率が低くなるように形成されている。
中央部３ａａは、図１に示すように、たとえば、カバー３の長手方向と直交する断面視に
おいて、発光素子１ａと対向する外殻部７の両端と発光素子１ａとを結ぶ線分とカバー３
とが交わる領域に配置される。中央部３ａａ及び周部３ａｂは、光拡散材が含有された樹
脂材料で形成されている。中央部３ａａ及び周部３ａｂは、同じ光拡散材を使用する場合
、樹脂材料中の光拡散材の含有濃度が異なる。中央部３ａａは、樹脂材料に含有された光
拡散材の含有濃度が周部３ａｂよりも高いことで、周部３ａｂと比較して光透過率が低い
。光出射部３ａは、表面が滑らかな曲面を有していてもよいし、表面が凹凸に形成されて
いてもよい。光出射部３ａは、表面の凹凸により、発光素子１ａからの光の集光又は発散
に利用することができる。言い換えれば、光出射部３ａは、レンズ機能を備えていてもよ
い。光出射部３ａは、図４及び図９に示すように、長手方向の一端部に、厚み方向に貫通
する孔部３ｃｃを有している。
【００２６】
　突板片３ｂは、矩形の平板状の外形形状をしている。突板片３ｂは、光出射部３ａの長
手方向に沿って、光出射部３ａの短手方向の両端に設けられている。一対の突板片３ｂは
、光出射部３ａの短手方向の両端から離れるにつれ、互いに距離がより離れるように突出
している。突板片３ｂは、周部３ａｂと同じ光透過率に形成されている。
【００２７】
　カバー３は、光出射部３ａと突板片３ｂとが一体的に形成されている。カバー３は、発
光素子１ａから放射された光を効率よく透過できる構成が好ましい。カバー３の材料とし
ては、たとえば、ポリカーボネート樹脂、若しくはアクリル樹脂などの透光性樹脂材料が



(6) JP 6741986 B2 2020.8.19

10

20

30

40

50

好ましい。カバー３は、たとえば、押出成形により形成される。カバー３では、光出射部
３ａが、中央部３ａａと周部３ａｂとの光拡散材の含有濃度が異なる二色成形によって一
体に形成されている。カバー３は、発光素子１ａに比較的に光直進性の高いとされるＬＥ
Ｄが用いたられた場合でも、周部３ａｂと比較して、中央部３ａａの樹脂材料中の光拡散
材の含有濃度が高いので、光が透過する際に拡散されずに直進する光を減少させる。カバ
ー３は、周部３ａｂと比較して、中央部３ａａの光透過率を低減させることで、視認者に
不快感及び眩しさ感を生じさせるグレアの低減が図れられる。
【００２８】
　光拡散部４は、カバー３の長手方向における両端に設けられる。一対の光拡散部４は、
光出射部３ａの長手方向の両端において、互いに対向するように配置される。光拡散部４
は、図１、図４及び図８に示すように、拡散板４ａと、支持台４ｂと、引掛部４ｃと、押
圧部４ｄと、連結部４ｅと、を有している。光拡散部４は、スペーサ４ｆと、ガイド部４
ｇと、押部４ｈと、補強部４ｊと、出張部４ｔと、を有している。一対の光拡散部４のう
ち、一方の光拡散部４は、さらに、図８及び図９に示すように、突出部４ｋを有している
。一対の光拡散部４のうち、他方の光拡散部４は、図４及び図１０に示すように、突出部
４ｋを有していない。他方の光拡散部４は、突出部４ｋを有していない以外、一方の光拡
散部４と同じ形状に形成されている。
【００２９】
　拡散板４ａは、矩形平板状に形成されている。拡散板４ａは、光が拡散板４ａを透過す
る際に光拡散される。拡散板４ａは、短手方向の一方において、長手方向に沿った両端部
に支持台４ｂが配置されている。拡散板４ａは、短手方向の一方と反対の他方において、
長手方向に沿った両端部に出張部４ｔが配置されている。支持台４ｂは、拡散板４ａの厚
み方向に突出している。一対の支持台４ｂそれぞれは、拡散板４ａの短手方向に沿った方
向から見て、支持台４ｂがＵ字状の外形形状をしている。支持台４ｂは、拡散板４ａから
離れた先端に引掛部４ｃが配置されている。引掛部４ｃは、拡散板４ａの長手方向から見
て、Ｌ字状の外形形状をしている。
【００３０】
　拡散板４ａは、短手方向の一方において、長手方向の両端部に押圧部４ｄが配置されて
いる。押圧部４ｄは、支持台４ｂと所定の間隔を空けて、Ｕ字状の内部を塞ぐように拡散
板４ａから突出している。押圧部４ｄは、矩形板状の外形形状をしている。押圧部４ｄは
、厚み方向に撓んで弾性力を付与できる。押圧部４ｄは、厚み方向において、先端が支持
台４ｂよりも突出している。
【００３１】
　一対の支持台４ｂの間には、支持台４ｂの拡散板４ａから離れた先端同士を連結させる
連結部４ｅが配置されている。連結部４ｅは、支持台４ｂの先端部４ｅａから突出する。
光拡散部４は、先端部４ｅａと、引掛部４ｃとの間で支持部材２の主部２ａを挟み込む。
光拡散部４では、先端部４ｅａと引掛部４ｃとの間に主部２ａが挟み込まれた状態で、主
部２ａが引掛部４ｃに向かうように、押圧部４ｄが主部２ａに弾性力を付与する。光拡散
部４は、連結部４ｅと拡散板４ａとで囲まれる開口４ａａを有している。連結部４ｅは、
拡散板４ａから離れた先端に挟持部４ｅｂを有している。隣接する挟持部４ｅｂは、互い
に近づく向きに突出する挟持片４ｅｃを有している。一対の挟持片４ｅｃは、開口４ａａ
に挿通された電源線を、一対の挟持片４ｅｃの間隙４ｅｄで挟み持つことができるように
形成されている。言い換えれば、光拡散部４は、電源線の張力止を行う張力止部４ｓを有
している。
【００３２】
　スペーサ４ｆは、拡散板４ａの短手方向の一方において、長手方向の両端に設けられて
いる。スペーサ４ｆは、拡散板４ａの厚み方向において、支持台４ｂと同じ方向に突出し
ている。スペーサ４ｆは、多角柱状の外形形状をしている。一対のスペーサ４ｆは、拡散
板４ａの厚み方向から見て、矩形状の拡散板４ａの対角線に沿って、拡散板４ａの端から
中心部に向かって延びるように配置されている。
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【００３３】
　ガイド部４ｇは、拡散板４ａの中央部に設けられている。ガイド部４ｇは、板状の外形
形状をしている。ガイド部４ｇは、矩形平板状の拡散板４ａの短手方向に沿って配置され
ている。ガイド部４ｇは、拡散板４ａの厚み方向に沿って、支持台４ｂと同じ方向に突出
している。一対のガイド部４ｇは、所定の間隔を隔てて配置されている。光拡散部４では
、一対のガイド部４ｇが互いに平行方向に配置されている。
【００３４】
　押部４ｈは、拡散板４ａの中央部よりも、拡散板４ａの短手方向の他方側に配置されて
いる。押部４ｈは、板状の外形形状をしている。押部４ｈは、拡散板４ａの厚み方向に沿
って、支持台４ｂと同じ方向に突出している。押部４ｈは、ガイド部４ｇと直交する向き
に配置されている。一対のガイド部４ｇと押部４ｈとの間は、光出射部３ａが挿入できる
ように、光出射部３ａの厚み寸法よりも若干広い。押部４ｈは、拡散板４ａの短手方向の
他方側に補強部４ｊが配置されている。補強部４ｊは、拡散板４ａの厚み方向に沿って、
支持台４ｂと同じ方向に突出している。補強部４ｊは、拡散板４ａの長手方向から見て、
台形の平板の外形形状をしている。補強部４ｊは、押部４ｈがガイド部４ｇから離れる向
きに加わる力により変形することを抑制する。
【００３５】
　一対の光拡散部４のうち、一方の光拡散部４では、押部４ｈからガイド部４ｇに向かっ
て突出する突出部４ｋが配置されている。突出部４ｋは、円柱状の外形形状している。突
出部４ｋは、先端が拡散板４ａから離れるにつれ、押部４ｈからの距離が離れるように傾
斜面が形成されている。ガイド部４ｇは、突出部４ｋの傾斜面と平行な端面を備えている
。
【００３６】
　光拡散部４の材料としては、たとえば、ポリカーボネート樹脂が好ましい。光拡散部４
は、カバー３と同じ材料で形成されてもよいし、異なる材料で形成されてもよい。光拡散
部４は、光拡散材を光出射部３ａの周部３ａｂと同じ含有濃度で含有されている。光拡散
部４は、光拡散材を光出射部３ａの中央部３ａａと同じ含有濃度で含有されていてもよい
。
【００３７】
　電源装置５は、図４に示すように、支持部材２における実装基板１ｂと反対の第２面２
ａｂに取り付けられる。電源装置５は、ハウジング５ａを有している。ハウジング５ａは
、一面が開放された長尺の矩形箱状の外形形状をしている。ハウジング５ａは、開口が支
持部材２で塞がれるように配置される。ハウジング５ａは、たとえば、取付ねじ５ｂによ
り、支持部材２に取り付けられる。ハウジング５ａは、金属製の板材で形成されている。
ハウジング５ａは、金属製の板材の打ち抜き加工及び折り曲げ加工によって形成される。
ハウジング５ａは、内部に電源基板を収容する。
【００３８】
　電源基板は、実装基板１ｂに所定の点灯電力を供給し、発光素子１ａを点灯させる回路
が形成されている。電源基板には、複数種の電装部品が実装される。複数種の電装部品と
しては、たとえば、トランス、ダイオード、コンデンサ、スイッチング素子及びスイッチ
ング素子をスイッチング制御するドライブＩＣ(Integrated Circuit)などが挙げられる。
複数種の電装部品は、適宜に電気的に接続され、発光素子１ａの点灯電力を生成するため
の電源回路を構成する。電源回路は、たとえば、昇圧チョッパ回路及び降圧チョッパ回路
を備えている。電源回路は、商用交流電源などの外部電源からの交流電圧を直流電圧に整
流する。電源回路は、整流した直流電圧を昇圧及び降圧し、所定の目標値に一致する電流
を出力する。電源装置５は、ハウジング５ａの長手方向の一端側に入力端子及び出力端子
が配置されている。電源装置５は、電力線が入力端子に電気的に接続される。電源装置５
の出力端子と光源モジュール１とは、電源線によって、電気的に接続される。
【００３９】
　一対の固定具６は、図４に示すように、基底板６ａと、一対の傾斜片６ｂと、立片６ｃ
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と、を有している。基底板６ａは、矩形平板状の外形形状をしている。基底板６ａは、中
央部に厚さ方向に貫通する第１挿通孔６ａａが設けられている。基底板６ａは、第１挿通
孔６ａａの周りが周囲から窪んだ凹部６ａｂが形成されている。基底板６ａは、短手方向
に沿って、第１挿通孔６ａａの両側にそれぞれに、第２ねじ孔６ａｃが設けられている。
【００４０】
　一対の固定具６のうち、一方の固定具６には、凹部６ａｂの中央に設けられた第１挿通
孔６ａａを通して、電力線が挿通される。傾斜片６ｂは、矩形平板状の外形形状をしてい
る。傾斜片６ｂは、基底板６ａの長手方向の両端から互いに離れるように外方へ突出して
いる。傾斜片６ｂは、円形の第３ねじ孔６ｂａと、長手方向を長軸方向とする長円形の長
孔６ｂｂとが長手方向に沿って並ぶように設けられている。立片６ｃは、台形の平板状の
外形形状をしている。立片６ｃは、台形の中央部において、台形の平行な対辺に沿った両
端側にそれぞれ第４ねじ孔６ｃａが設けられている。第４ねじ孔６ｃａは、立片６ｃの厚
み方向に貫通している。
【００４１】
　固定具６は、基底板６ａと傾斜片６ｂと立片６ｃとが一体に構成されている。固定具６
は、金属製の板材で形成されている。固定具６は、金属製の板材の打ち抜き加工及び折り
曲げ加工によって形成される。
【００４２】
　一対の固定具６のうち、一方の固定具６は、支持部材２の第１ねじ孔２ｂａに挿通され
るねじ２ｅが、傾斜片６ｂの第３ねじ孔６ｂａにねじ込まれることで支持部材２に取り付
けられる。一対の固定具６のうち、他方の固定具６は、支持部材２の第１ねじ孔２ｂａに
挿通されるねじ２ｅが、傾斜片６ｂの長孔６ｂｂに挿通されることにより、側面部２ｂの
長手方向に沿って移動可能に支持部材２に取り付けられる。
【００４３】
　外殻部７は、図２に示すように、長尺の外形形状をしている。外殻部７は、光源モジュ
ール１と支持部材２とカバー３と光拡散部４に加え、電源装置５と、固定具６と、を内部
に収容している。外殻部７は、外殻本体７ａと、外殻端部７ｂと、パッキン７ｃと、を有
する。外殻本体７ａは、角筒状の外形形状をしている。外殻本体７ａは、主壁７ｄと、一
対の側壁７ｅと、副壁７ｆと、を有する。主壁７ｄは、矩形平板状の外形形状をしている
。一対の側壁７ｅは、主壁７ｄの短手方向の両端に配置されている。一対の側壁７ｅそれ
ぞれは、矩形平板状の外形形状をしている。一対の側壁７ｅは、図１に示すように、主壁
７ｄから離れるにつれ互いの間隔が広くなるように形成されている。副壁７ｆは、一対の
側壁７ｅと連なり主壁７ｄと対向するように配置されている。副壁７ｆは、長尺に形成さ
れている。
【００４４】
　副壁７ｆは、長手方向に沿って、短手方向の中央部が窪んだ凹所７ｆａを有している。
凹所７ｆａは、内底部７ｇと、一対の立設片７ｈと、を有している。内底部７ｇは、矩形
平板状の外形形状をしている。内底部７ｇは、主壁７ｄと平行となるように配置されてい
る。一対の立設片７ｈそれぞれは、矩形平板状の外形形状をしている。一対の立設片７ｈ
は、内底部７ｇの長手方向に沿って、内底部７ｇの短手方向の両端に設けられる。一対の
立設片７ｈは、内底部７ｇの厚み方向に突出している。立設片７ｈは、内底部７ｇから離
れるにつれ、互いの間隔が広くなる。
【００４５】
　内底部７ｇは、長手方向の両端部において、固定ねじ７ｇａがねじ止めされる２つのね
じ孔が長手方向に沿って所定の間隔を空けて設けられている。内底部７ｇは、一方の端部
において、２つのねじ孔の間に挿通孔が設けられている。挿通孔には、図１０に示す第１
ケーブルグランド７ｇｂが嵌め込まれる。図１０では、外殻部７を省略している。光源ユ
ニット１０では、挿通孔に嵌め込まれた第１ケーブルグランド７ｇｂを介して、電源装置
５に電力を供給する電力線が挿入される。
【００４６】
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　外殻本体７ａは、主壁７ｄと側壁７ｅと副壁７ｆとが一体的に形成されている。外殻本
体７ａは、たとえば、透光性の樹脂材料により形成される。外殻本体７ａの樹脂材料とし
ては、たとえば、ポリカーボネート樹脂、若しくはアクリル樹脂が好ましい。外殻本体７
ａは、たとえば、押出成形で形成される。
【００４７】
　外殻端部７ｂは、図１、図２及び図７に示すように、角筒状の外殻本体７ａの両端を塞
ぐように設けられる。外殻端部７ｂは、底壁７ｊと、外周壁７ｋと、内周壁７ｍと、を有
する。底壁７ｊは、台形の板状の外形形状をしている。底壁７ｊは、台形の底辺の中央部
に、矩形状に切り欠くように設けられた露出部７ｐを有している。底壁７ｊには、外表面
から内部に向かって凹んだ、円筒形の窪部７ｑが中央部に２つ設けられている。２つの窪
部７ｑの底に、円形の孔が形成されている。窪部７ｑには、図７に示すキャップ７ｓが挿
入される。
【００４８】
　外周壁７ｋは、底壁７ｊの外周を囲むように、底壁７ｊの厚み方向に突出する。外周壁
７ｋは、筒状の外形形状をしている。内周壁７ｍは、底壁７ｊの厚み方向に沿って、外周
壁７ｋと同じ向きに突出する。内周壁７ｍは、外周壁７ｋの外周よりも若干小さく形成さ
れている。内周壁７ｍは、筒状の外形形状をしている。言い換えれば、外周壁７ｋ及び内
周壁７ｍそれぞれは、所定の隙間を空けて、外殻本体７ａの長手方向に直交する断面の形
状に相似した外形形状に形成されている。
【００４９】
　外殻端部７ｂは、透光性を有する樹脂材料で形成されている。外殻端部７ｂの樹脂材料
としては、たとえば、ポリカーボネート樹脂、若しくはアクリル樹脂が好ましい。外殻端
部７ｂは、外殻本体７ａと同じ透光性材料で形成されている。外殻端部７ｂは、外殻本体
７ａと同じ材料で形成される場合に限られない。外殻端部７ｂは、外殻本体７ａと異なる
材料で形成されてもよい。
【００５０】
　パッキン７ｃは、環状の外形形状をしている。パッキン７ｃは、外殻端部７ｂの外周壁
７ｋ及び内周壁７ｍに相似した外形形状に形成されている。パッキン７ｃは、外周壁７ｋ
と内周壁７ｍとの隙間に嵌め込まれる。外殻本体７ａの長手方向の端部は、パッキン７ｃ
を介して、外周壁７ｋと内周壁７ｍとの隙間に嵌め込まれる。パッキン７ｃは、弾性材料
により形成される。パッキン７ｃの弾性材料としては、たとえば、シリコーン樹脂が好ま
しい。パッキン７ｃは、外殻部７の内部に水分及び塵芥の進入を抑制する。
【００５１】
　取付具８は、図４、図９及び図１０に示すように、外殻本体７ａの長手方向の両端に設
けられる。図４及び図９では、図１０と同様、外殻部７を省略している。一対の取付具８
それぞれは、底壁片８ａと、立壁片８ｂと、一対の側壁片８ｃと、を有する。一対の取付
具８のうち、一方の取付具８には、底壁片８ａと立壁片８ｂと一対の側壁片８ｃに加え、
弾性部８ｄを有している。一対の取付具８のうち、他方の取付具８は、弾性部８ｄを有し
ていない。他方の取付具８は、弾性部８ｄを有していない以外、一方の取付具８と同じ形
状に形成されている。
【００５２】
　底壁片８ａは、矩形の平板状に形成されている。底壁片８ａは、第２挿通孔８ａａと、
第５ねじ孔８ａｂと、を有している。第２挿通孔８ａａは、底壁片８ａの厚み方向に貫通
している。第２挿通孔８ａａは、底壁片８ａの長手方向の中央部に設けられている。第２
挿通孔８ａａは、円形の外形形状をしている。第５ねじ孔８ａｂは、底壁片８ａ長手方向
に沿って、第２挿通孔８ａａの両側に設けられている。
【００５３】
　底壁片８ａは、２つの第５ねじ孔８ａｂの周囲に、円錐台形状の突部８ａｃが設けられ
ている。立壁片８ｂは、矩形平板状の外形形状をしている。立壁片８ｂは、底壁片８ａの
短手方向に沿った底壁片８ａの長手方向の一端から底壁片８ａの厚み方向に突出する。立
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壁片８ｂは、中央部に開口孔８ｂａが設けられている。側壁片８ｃは、矩形平板状の外形
形状をしている。側壁片８ｃは、短手方向における底壁片８ａと反対側において、長手方
向の中央部に突起部８ｅを有している。突起部８ｅは、側壁片８ｃの長手方向から見て、
Ｌ字状の外形形状をしている。一対の側壁片８ｃそれぞれに設けられた突起部８ｅは、互
いに離れる向きに突出している。
【００５４】
　取付具８は、底壁片８ａと立壁片８ｂと側壁片８ｃとが一体に形成されている。取付具
８は、金属板の打ち抜き加工及び折り曲げ加工により形成されている。取付具８の金属板
としては、ステンレス鋼板が好ましい。
【００５５】
　弾性部８ｄは、図４及び図９に示すように、取付片８ｈと、ばね片８ｊと、抑止片８ｋ
と、曲片８ｍと、を有している。取付片８ｈは、矩形平板状の外形形状をしている。取付
片８ｈは、厚み方向に貫通する貫通孔８ｈａを有している。取付片８ｈは、長手方向の一
端において、短手方向に沿ってばね片８ｊが設けられている。ばね片８ｊは、矩形平板状
の外形形状をしている。ばね片８ｊは、取付片８ｈから離れるにつれ、取付片８ｈの厚み
方向に沿った高さが高くなるように突出している。ばね片８ｊは、長手方向において、取
付片８ｈと反対側に抑止片８ｋが設けられている。
【００５６】
　抑止片８ｋは、第１平板８ｋａと、第２平板８ｋｂと、を有している。第１平板８ｋａ
は、長尺の矩形平板状の外形形状をしている。第１平板８ｋａは、取付片８ｈと平行方向
に沿うように、ばね片８ｊから突出する。第１平板８ｋａは、長手方向の中央部に短手方
向に沿って、貫設溝８ｋｃが設けられている。第１平板８ｋａは、厚み方向に第２平板８
ｋｂが突出している。第１平板８ｋａは、短手方向のばね片８ｊと反対側に、長手方向に
沿って第２平板８ｋｂが設けられている。第２平板８ｋｂは、長尺の矩形平板状の外形形
状をしている。第２平板８ｋｂは、短手方向の第１平板８ｋａと反対側において、第１平
板８ｋａと平行に曲片８ｍが設けられている。
【００５７】
　弾性部８ｄは、取付片８ｈとばね片８ｊと抑止片８ｋと曲片８ｍとが一体に形成されて
いる。弾性部８ｄは、金属板の打ち抜き加工及び折り曲げ加工により形成される。弾性部
８ｄは、固定ねじ７ｇａより、取付片８ｈが取付具８の底壁片８ａを介して固定具６に固
定される。弾性部８ｄは、取付片８ｈが底壁片８ａに固定された状態で、底壁片８ａの長
手方向に沿って、底壁片８ａから離れるようにばね片８ｊが突出する。弾性部８ｄは、ば
ね片８ｊが底壁片８ａから離れる向きに弾性力を付与する。言い換えれば、弾性部８ｄは
、板ばねを構成している。
【００５８】
　器具本体３１は、図２に示すように、取付基台３２と、固定部３３と、第２ケーブルグ
ランド３４と、取付ねじ３５と、を有している。取付基台３２は、長尺の外形形状をして
いる。固定部３３は、取付基台３２の長手方向の両端部に設けられる。第２ケーブルグラ
ンド３４は、電力線が挿通される。取付ねじ３５は、固定部３３を取付基台３２に固定す
る。
【００５９】
　取付基台３２は、底板３２ａと、一対の側壁部３２ｂと、を有する。底板３２ａは、長
尺の矩形平板状の外形形状をしている。底板３２ａは、長手方向の中央部において、厚み
方向に貫通する第５挿通孔３２ｃを有している。底板３２ａは、第５挿通孔３２ｃの内縁
を覆うように、第２ケーブルグランド３４が設けられる。底板３２ａは、長手方向に沿っ
て、第５挿通孔３２ｃの両側に複数のボルト挿通孔３２ｄを有している。複数のボルト挿
通孔３２ｄそれぞれは、底板３２ａの長手方向を長軸方向とする多角形の外形形状をして
いる。ボルト挿通孔３２ｄは、造営材５０に固定するボルトを挿通させる。底板３２ａは
、長手方向の両縁部において、厚み方向に貫通する差込孔３２ｅを有している。差込孔３
２ｅは、底板３２ａの短手方向に沿って両側に設けられている。底板３２ａは、固定部３
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３が固定される一表面と反対の他表面から突出するボス３２ｆを有している。ボス３２ｆ
は、図７に示すように、造営材５０に当たるように突出している。ボス３２ｆは、底板３
２ａの長手方向の両側に設けられている。ボス３２ｆは、底板３２ａの長手方向の両側そ
れぞれにおいて、底板３２ａの短手方向の両側設けられている。
【００６０】
　側壁部３２ｂは、底板３２ａの短手方向の両端に、底板３２ａの長手方向に沿って設け
られている。側壁部３２ｂは、底板３２ａの長手方向と直交する断面において、Ｃ字状の
外形形状をしている。底板３２ａと一対の側壁部３２ｂは、たとえば、ステンレス鋼板な
どの金属板が曲げ加工されることで一体に形成される。一対の側壁部３２ｂは、底板３２
ａの強度を向上できる。
【００６１】
　固定部３３は、図１、図２及び図６に示すように、基底部３３ａと、規制部３３ｂと、
側立部３３ｃと、突張部３３ｄと、を有している。基底部３３ａは、長尺の矩形板状の外
形形状をしている。基底部３３ａは、厚み方向に貫通する貫設孔３３ｇを有している。基
底部３３ａは、短手方向の中央部に長手方向に沿って、複数の貫設孔３３ｇが設けられて
いる。
【００６２】
　基底部３３ａは、長手方向の一端と反対の他端に、長手方向に沿って突出する差込片３
３ｆを有している。差込片３３ｆは、基底部３３ａの短手方向の両端に設けられている。
差込片３３ｆは、基底部３３ａの厚み方向において、側立部３３ｃと反対側に段差を構成
するように外方へ突出している。言い換えれば、差込片３３ｆは、基底部３３ａの短手方
向と直交する断面視において、Ｌ字状の外形形状をしている。規制部３３ｂは、基底部３
３ａの長手方向の一端に設けられている。規制部３３ｂは、平板状の外形形状をしている
。
【００６３】
　側立部３３ｃは、基底部３３ａの短手方向の両端に設けられている。側立部３３ｃは、
第１側片３３ｃａと、第２側片３３ｃｂと、を有している。第１側片３３ｃａは、基底部
３３ａの短手方向の両端において、基底部３３ａの長手方向に沿って設けられている。一
対の第１側片３３ｃａそれぞれは、矩形平板状の外形形状をしている。一対の第１側片３
３ｃａそれぞれは、基底部３３ａの厚み方向に突出している。一対の第１側片３３ｃａは
、互いに平行に配置されている。一対の第１側片３３ｃａそれぞれは、短手方向の中央部
に長手方向に沿った溝部３３ｋが設けられている。溝部３３ｋは、第１側片３３ｃａの厚
み方向に貫通している。第１側片３３ｃａは、短手方向における基底部３３ａと反対側に
、長手方向に沿って第２側片３３ｃｂが配置されている。
【００６４】
　第２側片３３ｃｂは、矩形平板状の外形形状をしている。第２側片３３ｃｂは、基底部
３３ａから離れるにつれ、互いに離れる向きに突出している。第２側片３３ｃｂは、長手
方向の一端部において、第１側片３３ｃａの溝部３３ｋと連なるように開口する開口部３
３ｍを有している。側立部３３ｃは、第１側片３３ｃａと第２側片３３ｃｂとが、基底部
３３ａの長手方向と直交する断面視において、Ｖ字状の外形形状をしている。第２側片３
３ｃｂは、短手方向における第１側片３３ｃａと反対側に、長手方向に沿って突張部３３
ｄが配置されている。
【００６５】
　突張部３３ｄは、矩形平板状の外形形状をしている。突張部３３ｄの先端は、基底部３
３ａの厚み方向に沿って、規制部３３ｂが突出する方向と反対側に基底部３３ａよりも外
方に突出している。第２側片３３ｃｂと突張部３３ｄとは、基底部３３ａの長手方向と直
交する断面視において、Ｖ字状の外形形状をしている。
【００６６】
　固定部３３は、ステンレス鋼板などの金属板によって形成されている。固定部３３は、
図２及び図６に示すように、基底部３３ａの差込片３３ｆが取付基台３２の差込孔３２ｅ
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に挿し込まれた状態で、取付ねじ３５により、基底部３３ａが底板３２ａの長手方向の端
部にねじ止めされる。一対の固定部３３それぞれは、基底部３３ａの差込片３３ｆが同じ
向きに突出するように、取付基台３２の差込孔３２ｅに挿し込まれる。
【００６７】
　固定部３３は、第１側片３３ｃａの開口部３３ｍに、取付具８の突起部８ｅが挿入され
る。取付具８は、光源ユニット１０が器具本体３１に対して相対的に移動させられること
で、開口部３３ｍに挿入された突起部８ｅが溝部３３ｋに沿って移動する。取付具８は、
突起部８ｅが溝部３３ｋに沿って移動されることで、溝部３３ｋが突起部８ｅを挟み込ん
だ状態で固定部３３に固定される。
【００６８】
　以下では、本実施形態の照明器具３０が比較例の照明器具と比較して、より輝度むらが
少なく、かつ組み立て作業性の向上を図れることについて説明する。比較例の照明器具は
、本実施形態の照明器具３０の光拡散部４が設けられていない以外は同様の構成としてい
る。
【００６９】
　照明器具では、発光素子からの光がカバーの厚み方向に透過する光だけでなく、カバー
の長手方向に導光される場合もある。比較例の照明器具では、長手方向に導光した光によ
り、外殻端部にカバーの外形形状に沿った輝度むらが生ずる場合がある。特に、カバーの
中央部の光拡散材の含有濃度が周部と比較して高い場合、中央部を導光した光により輝度
むらが顕著に表れるおそれがある。
【００７０】
　照明器具は、カバーの長手方向の両端部に光拡散性を有する光拡散部が固定されれば、
外殻端部に現れるカバーの外形形状に沿った輝度むらを低減させることができる。しかし
ながら、カバーと別途に光拡散部をねじ止めなどにより固定すると、組み立て作業性が低
下するおそれがある。
【００７１】
　本実施形態の照明器具３０では、光拡散部４が支持部材２の端部を挟んで支持部材２に
嵌め込みにより固定されていることで、組み立て作業性の向上を図れる。
【００７２】
　また、照明器具では、光源モジュールで生ずる熱によりカバーが熱膨張する場合もある
。照明器具では、カバーの長手方向の両端が光拡散部でねじ止めされると、カバーの長手
方向の熱膨張に起因して、カバーに変形を生ずることも考えられる。
【００７３】
　本実施形態の照明器具３０では、一対の光拡散部４のうち、一方の光拡散部４が支持部
材２及びカバー３を挟み込んだ状態で、突出部４ｋにより引っ掛かるように固定されてい
る。照明器具３０では、一対の光拡散部４のうち、他方の光拡散部４は、突出部４ｋを有
していないので、光拡散部４が支持部材２及びカバー３を挟み込んだ状態で、カバー３が
カバー３の長手方向に熱膨張により延びても移動できる。照明器具３０では、カバー３が
カバー３の長手方向に延びても、他方の光拡散部４は、移動できるので、カバー３の長手
方向がねじ止めされている構造と比較して、カバー３の変形を抑制することができる。
【００７４】
　すなわち、本実施形態の照明器具３０では、カバー３は、長手方向の一端部に孔部３ｃ
ｃを有している。光拡散部４は、突出部４ｋを備えている。光拡散部４と支持部材２とは
、突出部４ｋが孔部３ｃｃに嵌め合されることで固定されることが好ましい。
【００７５】
　本実施形態の照明器具３０は、光拡散部４と支持部材２とは、突出部４ｋが孔部３ｃｃ
に嵌め合される比較的簡単な構成で、光拡散部４の位置決めを行うことができる。
【００７６】
　本実施形態の照明器具３０では、光拡散部４は、押部４ｈと、ガイド部４ｇと、を有し
ている。押部４ｈは、カバー３の端部を押すことができるように形成されている。ガイド
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部４ｇは、カバー３の端部の移動を案内する。光拡散部４は、押部４ｈとガイド部４ｇと
の間にカバー３の端部を挟んだ状態で、カバー３を支持部材２に固定することが好ましい
。
【００７７】
　本実施形態の照明器具３０では、光拡散部４は、カバー３の端部を挟んだ状態で、カバ
ー３を支持部材２に固定することで、ねじ止めと比較して比較的簡単な嵌め込みにより、
カバー３を支持部材２に固定することができる。
【００７８】
　本実施形態の照明器具３０では、光拡散部４は、張力止部４ｓを有している。張力止部
４ｓは、光源モジュール１に給電する電源線の張力止を行うことが好ましい。
【００７９】
　本実施形態の照明器具３０では、光拡散部４は、光源モジュール１に給電する電源線の
張力止を行う張力止部４ｓを有することで、別途に、張力止め具を備えることなく、部品
点数を低減させることができる。
【００８０】
　以下では、光源ユニット１０の組立工程について説明する。
【００８１】
　光源ユニット１０の組立工程では、保持具２ｃにより、光源モジュール１が支持部材２
の主部２ａに取り付けられる。光源モジュール１は、発光素子１ａが実装基板１ｂに予め
実装されている。光源ユニット１０は、実装基板１ｂが取り付けられた主部２ａの第１面
２ａａと反対側の第２面２ａｂに、電源装置５が取り付けられる。電源装置５は、取付ね
じ５ｂにより支持部材２に固定される。
【００８２】
　次に、組立工程では、実装基板１ｂを覆うように、カバー３が支持部材２に取り付けら
れる。光源ユニット１０は、カバー３の端部と、支持部材２の端部とが、光拡散部４によ
り挟まれることで、カバー３と支持部材２とが固定される。
【００８３】
　光拡散部４は、引掛部４ｃが挿通溝２ｄの周部に引き掛けられた状態で、引掛部４ｃを
起点に回転され、押部４ｈでカバー３をガイド部４ｇと向かって押えるように挟み持つ。
図９では、支持部材２及びカバー３に対する光拡散部４の挿入方向を白抜きの矢印で例示
している。光拡散部４は、カバー３の長手方向に沿った平行に移動により、押部４ｈとガ
イド部４ｇとの間にカバー３の端部が挿入される。光拡散部４は、支持部材２の主部２ａ
を先端部４ｅａと引掛部４ｃとの間で挟み込んだ状態で、カバー３の端部をガイド部４ｇ
と、押部４ｈとの間に挟み込む。光拡散部４は、押部４ｈがカバー３をスペーサ４ｆ及び
ガイド部４ｇに向かう向きに押して力を加えることで、カバー３が支持部材２に取り付け
られる。一対の光拡散部４のうち、一方の光拡散部４では、突出部４ｋが孔部３ｃｃに嵌
め込まれる。光拡散部４がカバー３及び支持部材２の長手方向の両端部に取り付けられる
ことで、光源ユニット１０が組み立てられる。
【００８４】
　次に、光源ユニット１０では、光源モジュール１とカバー３と固定具６と電源装置５と
が取り付けられた支持部材２が、外殻本体７ａの長手方向の一端側から内部に挿入される
。光源ユニット１０では、出張部４ｔを有していることで、外殻本体７ａへの支持部材２
に挿入にあたって、外殻本体７ａの内部に傷が付くことを抑制できる。組立工程では、取
付具８の第５ねじ孔８ａｂと、外殻本体７ａの内底部７ｇに設けられているねじ孔とに固
定ねじ７ｇａが挿通され、固定具６の第６ねじ孔６ａｃに固定ねじ７ｇａをねじ込まれる
。
【００８５】
　光源ユニット１０では、図４、図９及び図１０に示すように、底壁片８ａの突部８ａｃ
と固定具６の基底板６ａとの間に、弾性を有するワッシャ７ｇｃを収容し、ワッシャ７ｇ
ｃを介して固定ねじ７ｇａが第６ねじ孔６ａｃにねじ込まれる。ワッシャ７ｇｃは、たと
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えば、ゴムワッシャが用いられる。外殻本体７ａと取付具８とは、一対の固定具６に固定
される。
【００８６】
　光源ユニット１０は、図２に示すように、一対の側面部２ｂの間に外殻本体７ａの凹所
７ｆａを収めるようにして、外殻本体７ａの副壁７ｆの内底部７ｇを介して取付具８が固
定具６に取り付けられる。
【００８７】
　続いて、外殻端部７ｂを外殻本体７ａの長手方向の端部にそれぞれ被せる。外殻端部７
ｂは、外周壁７ｋと内周壁７ｍとの間に、パッキン７ｃが予め装着されている。組立工程
では、外周壁７ｋとパッキン７ｃと内周壁７ｍとで囲まれる隙間に、外殻本体７ａの端部
を圧入するようにして、外殻端部７ｂを外殻本体７ａの長手方向の両端に取り付ける。
【００８８】
　光源ユニット１０では、窪部７ｑの底の孔にねじ７ｒを挿通し、固定具６の第４ねじ孔
６ｃａにねじ込む。一対の外殻端部７ｂは、それぞれ２本のねじ７ｒによって固定具６に
ねじ止めされる。外殻端部７ｂの窪部７ｑに、ねじ７ｒを隠すようにキャップ７ｓが挿入
されることで、光源ユニット１０が組み立てられる。光源ユニット１０は、外殻端部７ｂ
が外殻本体７ａに取り付けられた状態において、図４に示すように、外殻端部７ｂの露出
部７ｐを通して、取付具８における立壁片８ｂの開口孔８ｂａ及びばね片８ｊが露出する
。
【００８９】
　次に、照明器具３０における施工工程について簡単に説明する。
【００９０】
　照明器具３０では、たとえば、造営材５０に埋め込まれているボルトに器具本体３１が
取り付けられる。器具本体３１は、底板３２ａに設けられているボス３２ｆが造営材５０
に当たる。器具本体３１は、底板３２ａに設けられている側壁部３２ｂが造営材５０に当
たらない。器具本体３１は、底板３２ａに設けられているボス３２ｆに加え、器具本体３
１の突張部３３ｄが造営材５０に当たる。
【００９１】
　続いて、造営材５０からの電力線が光源ユニット１０に電気的に接続される。照明器具
３０は、電力線と光源ユニット１０とが電気的に接続された後、外殻部７の凹所７ｆａ内
に器具本体３１を収めるように、組み立てられた光源ユニット１０を器具本体３１に被せ
られる。光源ユニット１０を器具本体３１に被せる際、取付具８の突起部８ｅが固定部３
３の開口部３３ｍに挿入されるように押し付ける。光源ユニット１０は、器具本体３１に
押付けられた状態で、取付具８の突起部８ｅが固定部３３の溝部３３ｋに沿うように移動
させられる。
【００９２】
　光源ユニット１０は、溝部３３ｋに沿って器具本体３１に対し相対的に移動させること
で、規制部３３ｂとあたる弾性部８ｄのばね片８ｊが規制部３３ｂを乗り越えるまで変形
する。光源ユニット１０は、ばね片８ｊが規制部３３ｂを乗り越えると、ばね片８ｊが元
の形状に戻るように弾性力により復帰する。光源ユニット１０は、ばね片８ｊが元の形状
に戻るように復帰すると、弾性部８ｄの第２平板８ｋｂが規制部３３ｂに引っ掛かって止
まる。光源ユニット１０と器具本体３１とは、取付具８の突起部８ｅが固定部３３の溝部
３３ｋの一端にある状態で、第２平板８ｋｂが規制部３３ｂに引っ掛かって止まるので、
長手方向の移動が規制される。照明器具３０では、光源ユニット１０を器具本体３１に対
して器具本体３１の長手方向に移動させ、図５及び図７に示すように、光源ユニット１０
が器具本体３１に取り付けられることで施工が完了する。
【００９３】
　照明器具３０は、防湿及び防雨性を有する構造だけに限られない。照明器具３０は、器
具本体３１が光源ユニット１０を保持できる限り、適宜に他の構造の照明器具に利用する
こともできる。
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【００９４】
　本発明は、上述の実施形態だけに限定されず、本発明に係る技術的思想を逸脱しない範
囲で、種々変更することができる。
【符号の説明】
【００９５】
　１　光源モジュール
　１ａ　発光素子
　１ｂ　実装基板
　２　支持部材
　３　カバー
　３ｃｃ　孔部
　４　光拡散部
　４ｇ　ガイド部
　４ｈ　押部
　４ｋ　突出部
　４ｓ　張力止部
　７　外殻部
　１０　光源ユニット
　３０　照明器具
　３１　器具本体

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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